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育
セ
ン
タ
ー
海
洋
博
物

館
の
見
学
研
修
を
行
っ

た
。
愛
知
県
板
金
工
業
組

合
か
ら
は
村
上
理
事
長

が
中
部
ダ
ク
ト
の
役
員

を
兼
ね
て
、
石
原
技
能

士
会
会
長
、
吉
田
専
務

理
事
、
佐
藤
技
能
副
委

員
長
が
参
加
し
た
。

当
日
、
８
時
半
に
名

古
屋
メ
ル
サ
に
集
合
し

て
各
団
体
の
代
表
記
名

が
バ
ス
－
台
で
出
発
し

た
。
パ
ス
の
中
で
は
飲
み

物
も
自
由
で
、
く
つ
ろ

い
だ
雰
囲
気
の
な
か
、

㈱
愛
知
県
技
能
士
会
連
△
鼠
云
は
、

２
月
別
日
と
”
日
、
研
修
事
業

の
一
環
と
し
て
、
静
岡
県
内
の
お

茶
の
郷
博
物
館
と
、
旧
沼
津
御
用

邸
記
念
館
、
東
海
大
学
社
会
教

咽

職

摸

認

悪
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昨
年
、
大
府
市
で
行
わ
れ
た
「
ね

ん
り
ん
ぴ
つ
く
」
の
行
事
、
吹
上

の
肥
技
能
プ
ラ
ザ
、
技
能
検
定
事

業
な
ど
の
反
省
や
問
題
点
な
ど
堅

い
話
題
と
、
居
酒
屋
風
の
話
題
で
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し
競
技
大
会
の
風
景

君
（
岡
崎
）
・
第
３
位
に
北
河
秀

治
君
（
東
三
）
と
決
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
『
建
築
技
術
の
部
』
第
１

位
に
は
藤
井
秀
幸
君
（
束
三
）
・

第
２
位
に
は
宇
野
勝
義
君
（
岡
崎
）

・
第
３
位
に
は
片
山
匡
裕
君
（
岡

崎
）
と
決
定
し
ま
し
た
。

『
技
能
競
技
の
部
』
第
１
位
の

酒
井
君
、
第
２
位
の
砂
塚
君
、

『
建
築
技
術
の
部
』
第
１
位
の
藤

井
君
、
第
２
位
の
宇
野
君
以
上
の

４
名
は
、
平
成
ｎ
年
２
月
Ⅳ
日
㈱

～
肥
日
附
鳥
取
県
鳥
取
市
「
ホ
テ

ル
モ
ナ
ー
ク
」
及
び
「
ポ
リ
テ
ク

セ
ン
タ
ー
鳥
取
」
に
て
行
わ
れ
る

第
虹
回
全
国
建
築
板
金
競
技
大
会

に
愛
知
県
代
表
と
し
て
参
加
す
る

事
と
な
り
ま
す
。
日
頃
の
実
力
を

発
揮
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

（
刈
谷
望
月
）

親
睦
を
は
か
っ
た
。

お
茶
の
郷
博
物
館
で
は
、
中
国

に
始
ま
っ
た
お
茶
の
文
化
が
日
本

に
伝
わ
っ
て
日
本
茶
、
ア
ジ
ア
や

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
は
発
酵
茶
と
し
て

伝
わ
っ
た
歴
史
と
文
化
の
展
示
で

日
本
の
茶
道
を
形
と
す
れ
ば
外
国

の
は
味
と
香
り
を
追
及
し
て
き
た

の
が
忍
ば
れ
る
。

旧
沼
津
御
用
邸
は
、
明
治
妬
年

に
造
ら
れ
歴
代
の
陛
下
を
始
め
多

く
の
皇
族
の
方
々
に
利
用
さ
れ
て

き
た
も
の
で
、
昭
和
妬
年
か
ら
、

沼
津
市
の
記
念
公
園
と
な
り
平
成

５
年
か
ら
御
殿
の
改
修
を
行
い
西

付
属
御
殿
の
内
部
が
観
覧
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
。

建
築
物
の
細
部
に
あ
た
っ
て
は

見
学
者
の
中
に
大
工
、
左
官
、
建

具
、
板
金
等
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
も

い
て
立
ち
止
ま
っ
て
は
批
評
と
議

論
の
場
面
が
時
々
あ
っ
た
。

和
風
建
築
物
と
し
て
は
現
在
と

あ
ま
り
変
わ
り
は
な
い
が
調
度
品

や
古
い
電
気
ス
ト
ー
ブ
、
扇
風
機

な
ど
皇
室
の
香
り
が
今
も
残
っ
て

い
た
。修
善
寺
温
泉
で
一
泊
し
、
躯
日

は
、
東
海
大
学
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー

海
洋
博
物
館
で
海
底
の
地
質
、
海

水
の
メ
カ
ー
ー
ズ
ム
、
海
洋
動
植
物

の
生
態
と
機
能
を
学
術
的
に
模
型

な
ど
つ
か
っ
て
解
説
し
て
い
る
も

の
を
見
学
し
た
。

佐
藤

;;ii灘鍵 |驚溌

ま
た
『
建
築
技
術
の
部
』
の
出

場
選
手
は
次
の
３
名
で
課
題
「
銅

板
屋
根
」
施
工
図
に
挑
み
ま
し
た
。

鱗鱗i繍灘平
成
ｎ
年
１
月
加
日
⑧
岡
崎
技

術
工
学
院
に
お
い
て
競
技
大
会
は

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

『
技
能
競
技
の
部
』
の
出
場
選

手
は
各
支
部
よ
り
選
ば
れ
た
次
の

８
名
で
今
回
の
課
題
で
あ
る
「
雨

樋
（
樋
・
ラ
ッ
パ
ァ
ン
コ
ー
）
」

材
料
は
０
．
４
ｍ
銅
板
に
挑
み
ま

し
た
。

鴬
露
…

篭

愛

一
出
場
選
手
》

《
出
場
選
手
一

鱗；
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驚
溌
溌
韓
鍛
蕊

霞

間
を
３
時
間
と
し
ま
し
た
ｃ

築
技
術
の
部
」
に
つ
い
て
は

課
題
ど
お
り
３
時
間
妬
分
で

行
い
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ

ん
は
各
々
課
題
に
真
剣
に
取

組
み
、
ま
た
今
回
の
競
技
大

会
を
担
当
し
た
尾
張
ブ
ロ
ッ

ク
一
宮
支
部
（
小
木
曽
幹
事
）

の
運
営
協
力
と
選
手
派
遣
に

よ
り
大
き
く
そ
し
て
ス
ム
ー

ズ
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

競
技
終
了
後
居
査
を
と
り
、

そ
の
後
閉
会
式
が
あ
り
、
続

い
て
別
室
で
作
品
の
審
査
が

行
わ
れ
、
慎
重
な
測
定
、
審

査
の
結
果
『
技
能
競
技
の
部
』

第
１
位
に
酒
井
克
幸
君
（
安

城
）
・
第
２
位
に
砂
塚
耕
二

驚
驚
…

認議蕊蒸畿鎧嬢

識

本
大
会
は
、
第
迦
回
全
国
建
築

板
金
競
技
大
会
の
愛
知
県
予
選
を

か
ね
て
い
ま
す
。

当
日
、
司
会
進
行
の
岩
崎
会
計

の
開
会
宣
言
、
河
田
県
青
年
部
長

の
挨
拶
に
続
き
来
賓
で
あ
る
県
板

村
上
理
事
長
に
激
励
の
お
言
葉
を

い
た
だ
い
た
後
、
高
柳
副
理
事
長

か
ら
競
技
に
対
す
る
心
構
え
を
聞

き
ま
し
た
。

道
具
検
査
の
後
『
技
能
競
技
の

部
』
に
つ
い
て
は
例
年
ど
お
り
展

開
図
持
参
で
競
技
を
行
い
標
準
時

間
を
３
時
間
と
し
ま
し
た
。
『
建

:天 ；
己
驚鍵

東
輩
．

岡
崎
岡
崎

藤
井
秀
幸

片
山
匡
裕

宇
野
勝
義

支
部
名

選
手
氏
名

……‐．一一岡安東

宮宮宮宮宮崎城呈

河上安前ゴー砂酒北
尻田藤田田塚井河

義大茂朋幸耕克秀
明介幸浩一宝幸治

支
部
名

選
手
氏
名
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治
体
か
ら
代
金
が
振
り
込
ま
れ
る
。

特
定
事
業
所
の
登
録
は
地
方
自

治
体
に
「
特
定
事
業
者
の
登
録
」

の
申
込
書
で
登
録
の
手
続
き
を
す

る
必
要
が
あ
る
。
登
録
が
終
了
す

る
と
登
録
証
明
書
と
ス
テ
ッ
カ
ー
、

換
金
手
続
き
の
資
料
が
送
ら
れ
て

き
て
地
域
振
興
券
取
り
扱
い
事
業

所
と
な
る
。

振
興
券
で
樋
の
取
替
え
や
屋
根

外
壁
の
修
理
が
出
来
ま
す
と
Ｐ
Ｒ

を
す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の
お
役

に
立
て
る
と
共
に
自
分
の
事
業
所

の
存
在
を
知
っ
て
い
た
だ
く
絶
好

の
チ
ャ
ン
ス
で
は
な
い
か
。
振
興

例
年
の
如
く
繰
返
さ
れ
る
人
事

の
刷
新
、
不
況
に
よ
る
リ
ス
ト
ラ
、

一
方
で
は
事
業
縮
小
に
よ
る
リ
ス

ト
ラ
、
事
業
継
統
不
可
能
な
ど
貸

し
渋
り
に
よ
り
、
次
金
不
足
な
ど

の
煽
り
を
受
け
、
や
む
な
く
倒
産

に
追
い
込
ま
れ
た
企
業
、
失
業
者

も
戦
後
最
大
と
も
い
え
る
、
日
本

経
済
の
危
機
が
俄
か
に
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
、
班
世
紀
に
先
駆
け

政
府
が
如
何
に
、
ど
う
変
革
す
る

の
か
、
試
練
を
模
索
し
、
危
機
感

に
対
し
、
指
針
が
見
い
出
さ
れ
な

先
月
号
に
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
が
、
大
切
な
部
分
を
記
述

す
る
事
を
見
落
と
し
ま
し
た
の
で
、

追
記
と
し
て
掲
峨
致
し
ま
す
。

六
、
退
職
時
の
証
明
（
法
第
型
条
）

退
職
の
場
合
に
、
労
働
者
が
使

用
者
に
証
明
書
を
請
求
出
来
る
の

は
次
の
事
項
で
す
。

一
、
使
用
期
間

二
、
業
務
の
種
類 …

労
働
基
準
法
の
一
部

改
正
さ
れ
る
（
其
の
一
一
）

「
一
口
安
全
メ
モ
」

信
頼
さ
れ
る
事
業
者
は

責
任
あ
る
教
育
を
／

Ⅲ

～
知
っ
て
い
て
ほ
し
い
事
業
者
～

■
四
町
風
例
■

'１ Ｆ
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ｌ
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唾

誇
｛
》
率
区

い
今
日
、
不
安
が
募
る
こ
と
し
き

り
。
そ
ん
な
局
面
の
中
で
、
学
窓
を

巣
立
っ
た
若
者
達
、
転
職
さ
れ
る

方
々
、
異
業
種
か
ら
の
衣
替
え
、

夢
を
膨
ら
ま
せ
希
望
に
満
ち
て
の

就
職
、
不
安
を
募
る
よ
う
な
事
が

あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
正
し
い
規
律

に
基
い
た
教
育
を
す
る
義
務
が
あ

る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
更

に
併
合
し
て
道
徳
感
を
意
識
付
、

徐
々
に
技
術
・
技
能
を
取
得
さ
せ
、

安
全
教
育
を
含
め
、
社
会
に
貢
献

三
、
そ
の
事
業
に
於
け
る
地
位

四
、
賃
金

五
、
退
職
の
事
由
（
解
雇
の
場
合

は
そ
の
理
由
を
含
み
ま
す
）

尚
、
施
行
日
ま
で
参
考
と
な
る

様
式
を
各
々
の
労
伽
基
準
監
督
署

に
備
え
付
け
る
と
の
事
、
必
要
あ

れ
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
管
轄
の
労
基

署
へ
、
ご
相
談
下
さ
い
。

沼
津

旦
即
■
周
■
・
■
Ｉ
■
’

県
板
青
年
部
は
来
る
４
月
肥
日

㈲
創
立
加
周
年
を
迎
え
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。
現
在
、
役
員
・
幹
事

に
於
い
て
記
念
事
業
実
行
委
員
会

を
作
り
各
種
の
事
業
を
計
画
推
進

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

先
般
も
加
周
年
記
念
誌
の
制
作
に

当
た
り
組
合
員
の
皆
様
、
各
メ
ー

カ
ー
・
問
屋
の
皆
様
に
名
刺
広
告
、

協
賛
広
告
で
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
現
在
は
原
稿
も
出
揃
い

印
刷
会
社
に
て
ゲ
ラ
刷
り
の
段
階

で
あ
り
ま
す
。
こ
の
記
念
誌
の
主

た
る
目
的
は
過
去
の
羅
列
に
終
わ

る
の
で
な
く
現
役
の
青
年
部
員

（
家
族
の
方
）
の
今
の
思
い
を
未

来
へ
残
そ
う
と
言
う
も
の
で
す
。

現
在
過
支
部
と
な
っ
た
県
板
青
年

部
紹
介
窪
盃
号
昔
云
付
き
）
も
載
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
肥
日
⑧

当
日
は
、
東
三
ブ
ロ
ッ
ク
が
担
当

と
な
り
第
別
回
通
常
総
会
・
創
立

加
周
集
記
念
式
典
・
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

新
聞
報
道
に
寄
れ
ば
東
海
地
方

で
も
二
月
二
十
五
日
か
ら
地
域
振

興
券
の
配
布
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
振
興
券
は
十
五
歳
以
下
の

子
供
を
持
つ
世
帯
主
と
六
十
五
歳

以
上
の
お
年
寄
り
で
一
定
の
条
件

を
満
た
す
人
に
配
布
さ
れ
る
。

こ
の
地
域
振
興
券
が
使
用
で
き

る
の
は
そ
の
地
域
に
登
録
さ
れ
た

商
店
や
事
業
所
と
な
っ
て
い
る
。

特
定
事
業
者
の
登
録
を
す
る
と
地

域
振
興
券
を
代
金
支
払
い
の
と
き

に
現
金
同
様
に
受
け
取
り
指
定
銀

行
に
持
ち
込
む
と
口
座
振
替
の
方

法
に
よ
り
指
定
の
口
座
に
地
方
目

出
来
得
る
人
づ
く
り
に
専
念
す
る

事
に
意
義
が
あ
り
、
近
い
将
来
に

は
夢
を
託
せ
る
若
人
の
形
成
に
耳

を
傾
け
、
大
い
に
成
果
を
期
待
し

望
む
と
こ
ろ
で
す
。
安
全
の
推
進

に
は
頂
点
は
な
く
、
自
主
自
律
の

安
全
の
励
行
に
心
掛
け
、
「
人
間

の
命
は
地
球
よ
り
も
重
い
」
と
の

諺
の
如
く
、
更
な
る
基
本
的
な
要

素
を
学
ん
で
頂
き
た
い
。
我
が
愛

県
板
の
組
合
員
に
於
い
て
全
体
の

０
．
５
％
の
災
害
が
発
生
し
、
幸

い
に
し
て
重
大
災
害
に
い
た
ら
な

か
っ
た
だ
け
不
幸
中
の
幸
と
表
現

し
た
い
。
一
旦
発
生
す
る
と
、
日

常
の
生
活
を
脅
か
さ
れ
、
事
業
に

◆
３
話
題
の
地
域
振
興
券
◆
３

東
海
地
方
で
も
配
布
が
始
ま
る

あ
な
た
も
「
特
定
事
業
者
」
の
登
録
を
し
て
は
？

愛
知
県
板
金
工
業
組
合
青
年
部

創
立
別
周
年
記
念
事
業一

愛

も
影
響
し
、
折
角
築
き
上
げ
た
信

頼
を
損
な
う
事
に
な
り
か
ね
な
い
。

今
一
度
原
点
に
戻
り
、
全
体
的
に

見
直
し
が
必
要
と
あ
ら
ば
、
早
急

に
対
策
を
樹
立
し
、
安
全
活
動
を

通
じ
て
、
信
頼
関
係
を
更
に
深
め
、

堅
い
粋
で
連
携
を
保
て
ば
、
事
業

の
繁
栄
に
飛
躍
さ
れ
連
鎖
に
結
び

つ
き
、
新
た
な
指
針
で
不
況
を
脱

皮
し
て
相
互
秩
序
の
精
神
で
、
お

互
い
に
こ
の
難
局
を
制
覇
し
た
い

と
願
う
の
は
私
だ
け
で
は
あ
る
ま

い
。
ご
安
全
に
／

「
聞
い
て
よ
か
っ
た

安
全
の
小
話
」

沼
淫

且名己画

-1;Ｉ

目
=Ｉ

鯉高千穂会館案内図
日興画賃重り了瓦小内芯-1Ｔ江､“]ユ]］1毛“］

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
其
の
中
で

東
三
支
部
㈲
建
造
の
馬
場
喜
郎
氏

の
作
品
展
示
も
予
定
し
て
お
り
ま

す
の
で
ご
期
待
下
さ
い
。

青
年
部
員
さ
ん
の
た
く
さ
ん
の

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
第
加
回
通
常
総
会
・
創
立
加

周
年
記
念
式
典
。
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

会
場
案
内
』

・
高
千
穂
会
館

豊
橋
市
新
栄
町
東
小
向
布
ｌ
ｌ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
五
〈
一
一
）
一
一
一
一
１
つ
天
〈
三

即
周
年
事
業
実
行
委
員
長
松
井
祐
治

券
を
も
ら
っ
て
も
、
何
に
使
お
う

か
困
っ
て
い
る
お
年
よ
り
も
い
る

よ
う
で
あ
る
と
聞
く
。

私
の
家
庭
で
は
税
金
は
納
税
し

て
い
る
が
地
域
振
興
券
の
配
布
を

受
け
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

『
も
ら
え
な
い
使
え
な
い
』
そ

れ
な
ら
私
の
事
業
所
で
使
っ
て
も

ら
お
う
と
特
定
事
業
所
に
登
録
し

た
わ
け
で
、
さ
て
使
っ
て
も
ら
え

る
か
な
？
色
々
な
方
法
で
日
頃

か
ら
事
業
所
の
Ｐ
Ｒ
は
し
て
い
る

の
だ
が
取
り
合
え
ず
ス
テ
ッ
カ
ー

を
貼
る
こ
と
と
、
三
月
に
入
っ
た

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
登
録
事
業

者
で
あ
る
事
を
Ｐ
Ｒ
と
し
た
貼
り

つ
け
る
。

鷲
見
牧

Ｘ又Ｅ

Ｉハ興厘宅〃



傍
大
見
工
場

板(3)平成１１年３月１５日 第３３６号

▲新代表幹事に選任され
挨拶する沼達啓二氏

隣
代
表
取
締
役
社
長

横
山
員
久
氏

今
ほ
ど
何
も
か
も
ス
テ
ン
レ
ス

と
言
わ
れ
る
前
、
樋
受
け
も
ほ
と

ん
ど
が
メ
ッ
キ
製
で
あ
っ
た
。
黄

色
身
を
お
び
た
電
気
メ
ッ
キ
の
打

込
み
樋
受
け
を
使
用
し
た
記
憶
が

あ
る
。
製
品
は
横
山
興
業
の
製
品

で
あ
っ
た
。
昭
和
四
十
年
代
建
売

分
譲
住
宅
が
最
磯
期
で
沢
山
使
っ

て
い
た
。

今
回
紹
介
す
る
桃
山
興
業
㈱
は

建
築
資
材
を
始
め
自
動
車
部
品
の

製
造
や
ロ
ボ
ッ
ト
を
導
入
し
た
溶

接
組
み
立
て
も
行
っ
て
い
る
。

横
山
興
業
㈱
は
昭
和
二
十
六
年

七
月
横
山
商
店
と
し
て
初
代
横
山

俊
三
郎
氏
が
豊
田
市
若
宮
町
に
ト

タ
ン
板
専
門
店
と
し
て
創
業
し
た
。

昭
和
二
十
九
年
に
は
プ
レ
ス
エ
業

所
も
併
業
、
昭
和
三
十
一
年
十
二

月
横
山
興
業
株
式
会
社
と
し
て
日

之
出
町
に
本
社
を
設
立
、
事
業
の

拡
大
と
共
に
豊
田
鉄
工
団
地
に
進

蕊灘媛脅
雛驚知舟
難難県:：
拳蕊蕊師蕊
γ,‘津涜鶏駕ニーー津

#懲湖驚
溌蕊鉄警

蕊
§芸蕊：
;社蕊蕊

瀞礁蕊

雛識：

▼
新
問
屋
シ
リ
ー
ズ
▲

…堀蕊酷幕塑口詮琶亜解寵罷費噌覗崇

第
二
十
四
回
横
山
興
業
株
式
会
社

鍵
義
一
達
童

パ
ソ
コ
ン
の
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の

フ
ィ
ル
タ
ー
を
買
い
に
行
っ
た
時
、

店
員
さ
ん
が
フ
ィ
ル
タ
ー
は
光
を

暗
く
す
る
だ
け
の
単
な
る
気
休
め

で
つ
ま
み
で
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
暗

く
す
れ
ば
同
じ
事
で
す
と
の
こ
と
。

し
か
し
良
心
的
だ
と
思
う
が
彼
の

見
解
は
間
違
っ
て
い
る
と
思
う
。

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
ブ
ラ
ウ
ン
管
か

ら
紫
外
線
が
出
て
、
一
時
間
位
す

る
と
溶
接
仕
事
の
様
に
目
が
痛
く

な
る
が
、
フ
ィ
ル
タ
ー
が
あ
れ
ば

同
じ
様
な
痛
み
が
四
時
間
位
に
延

び
る
。例
え
ば
太
陽
光
線
を
波
長
の
短

い
順
に
紫
外
線
、
可
視
光
線
（
紫

か
ら
赤
）
、
赤
外
線
と
な
る
が
、

太
陽
光
線
が
ガ
ラ
ス
を
通
る
時
、

波
長
の
違
い
か
ら
、
入
射
角
が
違

い
光
線
が
ガ
ラ
ス
を
通
る
量
は
紫

外
線
八
可
視
光
線
（
紫
八
赤
）
八

赤
外
線
と
な
る
。
ま
た
通
る
時
の

光
線
の
消
耗
量
は
紫
外
線
Ｖ
可
視

光
線
（
紫
Ｖ
赤
）
Ｖ
赤
外
線
と
な

る
。
ガ
ラ
ス
越
し
の
日
差
し
は
赤

外
線
を
通
し
や
す
く
紫
外
線
を
よ

り
カ
ッ
ト
す
る
の
で
柔
ら
か
い
光

線
と
な
る
。
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
フ
ィ

ル
タ
ー
も
同
じ
理
屈
。

同
じ
様
に
音
も
波
長
の
違
い
か

ら
遮
蔽
壁
を
通
る
時
、
高
音
は
多

く
遮
蔽
（
消
耗
）
さ
れ
る
が
低
音

は
通
過
し
て
し
ま
う
。
西
尾
大
橋

出
、
そ
の
後
点
在
し
て
い
た
工
場

を
森
町
に
集
約
。
そ
の
森
町
工
場

も
平
成
十
年
八
月
に
豊
田
市
大
見

町
の
敷
地
三
千
八
百
五
十
二
坪
に

最
新
工
場
を
建
設
移
転
、
跡
地
は

サ
ッ
カ
ー
場
に
な
る
予
定
。

初
代
俊
三
郎
か
ら
「
脱
皮
成
長

創
意
無
限
」
を
受
け
継
ぎ
合
理
性

と
高
品
質
を
極
限
ま
で
追
求
、
お

得
意
様
に
納
得
い
た
だ
け
る
建
材

工
具
を
ト
ー
タ
ル
で
提
供
す
る
建

築
の
総
合
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
機
能
の

充
実
を
図
っ
て
い
る
。
時
代
を
切

拓
く
企
業
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、

新
規
事
業
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

以
下
に
会
社
の
概
要
を
紹
介
す

る
。商
号
横
山
興
業
株
式
会
社

創
業
昭
和
二
十
六
年
七
月

創
業
者
横
山
俊
三
郎

昭
和
五
十
九
年
四
月
死
去

創
業
地
豊
田
市
若
宮
町
二
’
六

会
社
設
立
昭
和
三
十
一
年
十
二
月

本
社
所
在
地
豊
田
市
日
之
出
町

一
丁
目
十
二
’
一

大
見
工
場
豊
田
市
大
見
町
一
’

一
ハ
ー

代
表
取
締
役
社
長
横
山
貝
久

昭
和
二
十
年
五
月
十
三
日
生

資
本
金
四
千
万
円

建
材
部
で
は
ヨ
コ
ャ
マ
会
を
組

織
商
品
説
明
会
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
毎
年
五
月
の
最
終
日
曜
日
に

板
金
ま
つ
り
を
開
催
、
新
製
品
の

展
示
や
販
売
を
行
い
今
年
は
五
月

三
十
日
に
昨
年
と
同
じ
秋
葉
町
加

工
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
お
祭
り
を

開
催
す
る
。
以
上
鷲
見

§

‐

ｆ

割

く

言

‐

．

詞

冒

も

｜

■

ｎ

Ｊ

も 従
業
員
鉄
鋼
部
（
プ
レ
ス
・
金
型
・

組
み
付
け
）
八
十
二
名

建
材
部
加
工
セ
ン
タ
ｉ

豊
橋
営
業
所

岡
崎
営
業
所

豊
田
営
業
所

経
理
部

建
材
部
経
理
部
計
四
十
九
名

合
計
百
三
十
一
名

営
業
品
目

鉄
鋼
部
自
動
車
部
品
製
造

建
材
部
折
板
・
外
壁
材
加

工
・
カ
ラ
ー
ベ
ス
ト
・

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
等

ソ
ー
ラ
ー
事
業
部

太
陽
光
発
電
施
工
・

販
売

社
是
ス
タ
ッ
フ
す
べ
て
が
、

永
遠
か
つ
無
限
の
創
意
工
夫
を
も
っ

て
個
々
の
業
務
に
あ
た
る
と
き
、

そ
の
積
み
重
ね
が
企
業
と
し
て
の

力
と
魅
力
を
増
幅
さ
せ
、
前
進
・

成
長
に
導
く
の
で
あ
る
。

愛

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
世
界
一
に
ま
で

し
た
苦
労
と
作
戦
（
時
間
差
攻
撃
）

を
考
え
た
経
緯
や
、
本
に
も
出
さ

れ
て
い
る
、
よ
き
指
導
者
と
な
る

た
め
の
、
著
「
勝
つ
た
め
の
リ
ー

ダ
ー
学
」
、
我
々
、
経
営
者
に
と
っ

て
こ
の
厳
し
い
中
、
い
か
に
乗
り

越
え
る
か
、
従
業
員
を
ど
の
様
に

指
導
す
る
か
、
非
常
に
参
考
に
な

る
お
話
で
し
た
。
講
演
の
後
、
著

書
「
勝
つ
た
め
の
リ
ー
ダ
ー
学
」

の
即
売
が
行
わ
れ
好
評
で
し
た
。

こ
の
後
、
懇
親
会
に
入
り
池
田
祭

セ
ー
ル
の
説
明
が
あ
り
、
㈱
淀
川

製
鋼
所
東
海
地
区
総
括
所
長
の
小

野
雅
夫
氏
の
音
頭
に
よ
り
乾
杯
が

行
わ
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
歌
謡

シ
ョ
ー
、
カ
ラ
オ
ケ
と
賑
や
か
な

う
ち
に
２
時
間
あ
ま
り
の
パ
ー
テ
ィ
ー

が
終
了
し
た
。（
熱
田
・
南
）
伊
藤
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先
月
、
連
休
を
利
用
し
て
、
寒

い
名
古
屋
か
ら
少
し
で
も
暖
か
い

所
へ
で
も
と
、
八
年
ぶ
り
に
南
九

州
霧
島
・
指
宿
温
泉
ツ
ア
ー
に
参

加
す
る
こ
と
に
し
た
。

名
古
屋
空
港
を
出
る
時
は
札
幌

の
大
雪
で
１
時
間
半
遅
れ
、
鹿
児

島
へ
着
い
た
ら
気
温
皿
度
、
狭
い

日
本
そ
れ
で
も
広
い
と
思
っ
た
。

翌
日
、
城
山
公
園
、
桜
島
と
回
り

何
度
か
鹿
児
島
へ
来
た
事
は
あ
る

が
始
め
て
立
ち
寄
っ
た
知
覧
町
、

戦
時
中
、
特
攻
隊
知
覧
基
地
の
あ
っ

た
所
と
記
憶
に
あ
り
ま
す
。
そ
の

基
地
の
跡
が
平
和
公
園
と
し
て
生

れ
変
わ
り
、
お
茶
畑
け
に
囲
ま
れ

た
、
緑
豊
か
な
公
園
の
一
画
に

「
知
覧
特
攻
平
和
会
館
」
が
建
て

ら
れ
て
い
た
。
全
国
各
地
の
遺
族

や
関
係
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
特
攻

勇
士
の
、
貴
重
な
遺
品
や
資
料
の

保
存
、
展
示
を
行
い
、
後
世
に
伝

え
、
世
界
平
和
を
願
い
昭
和
印
年

度
よ
り
２
ヶ
年
継
続
事
業
と
し
て

建
設
さ
れ
た
。

玄
関
前
に
「
と
こ
し
え
に
」
と

題
し
た
、
南
海
の
果
て
に
消
え
た

特
攻
勇
士
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
が
、
は

る
か
開
聞
岳
を
見
つ
め
て
建
て
ら

れ
て
い
た
。
ロ
ビ
ー
受
付
で
解
説

レ
シ
ー
バ
ー
を
借
り
て
説
明
の
順

に
目
を
移
し
な
が
ら
回
っ
た
。
最

初
に
目
に
つ
い
た
の
は
特
攻
機
と

し
て
使
用
さ
れ
た
４
式
戦
闘

機
〃
疾
風
″
の
完
全
修
復
機
で
し

た
（
米
軍
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
修
復

し
昭
和
妃
年
に
里
帰
り
飛
行
し
た

後
買
い
取
ら
れ
現
在
に
至
る
）
真

近
に
見
た
戦
闘
機
は
、
遥
か
南
方

の
空
母
、
戦
艦
に
立
ち
向
か
う
に

は
あ
ま
り
に
小
さ
く
見
え
た
。

次
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
沖
縄
特
攻

で
散
華
さ
れ
た
戦
没
者
１
０
３
５

柱
の
隊
員
の
遺
影
が
出
撃
戦
死
し

た
月
日
順
に
提
示
さ
れ
、
そ
の
下

に
家
族
に
残
し
た
遺
書
、
辞
世
、

絶
筆
が
展
示
さ
れ
て
あ
り
、
ま
ず

最
初
に
驚
い
た
の
は
死
を
目
前
に

し
た
十
七
・
二
十
歳
そ
こ
そ
こ
の

若
者
の
心
中
を
書
い
た
達
筆
な
文

章
に
感
心
さ
せ
ら
れ
た
。
中
で
も

特
に
心
打
た
れ
た
遺
書
、
絶
筆
が

東
２５１３３三

日日日支
部

た
。
雇
用
促
進
事
業
の
助
成
費
を

利
用
し
た
技
能
講
習
会
は
毎
年
二

月
に
定
例
化
さ
れ
、
全
組
合
員
に

出
席
が
義
務
付
け
ら
れ
て
お
り
、

ど
の
会
場
も
出
席
率
は
九
○
％
以

上
。
隣
同
志
の
ム
ダ
話
し
も
無
く

講
師
の
話
し
を
真
剣
に
聞
き
取
ろ

う
と
す
る
姿
勢
が
い
い
。
全
板
大

会
開
催
県
と
し
て
、
準
備
に
大
変

な
こ
の
時
期
に
理
事
長
は
じ
め
地

区
担
当
副
理
事
長
、
事
務
局
全
員

が
付
き
き
り
で
取
り
組
む
諦
習
会

は
さ
す
が
全
板
型
責
任
施
工
制
度

保
証
実
績
第
四
位
が
物
語
る
見
事

な
企
画
で
あ
っ
た
。
停
滞
し
て
一

向
に
進
展
し
な
い
愛
知
県
板
も
大

い
に
見
習
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

二
月
二
十
六
日
勘
晴

三
三
六
号
編
集
会
議

委
員
九
名
出
席

午
後
五
時
終
了
⑧

晦
日
支
部
役
員
会
４
名

小
牧
支
部

”
・
肥
日
支
部
親
睦
旅
行

熊
野
方
面
加
名

岡
崎
支
部

４
日
支
部
役
員
会
虹
名

肥
日
支
部
総
会

刈
谷
支
部

８
日
役
員
会
９
名

妬
日
支
部
総
会

西
尾
支
部

９
日
第
１
回
役
員
会

①
全
板
大
会
は
支
部
研

修
旅
行
と
し
て
全
員

参
加
（
従
業
員
も
参

加
）

②
コ
ー
キ
ン
グ
材
共
同

組
ま
れ
て
い
た
。
私
の
担
当
は

「
責
任
施
工
制
度
の
基
本
的
な
考

え
方
、
仕
組
み
と
役
割
及
び
意
義

に
つ
い
て
」
約
一
時
間
三
十
分
の

持
ち
時
間
で
話
し
を
す
る
。
つ
づ

い
て
岐
阜
県
板
・
宇
野
理
事
長
は

「
組
合
に
お
け
る
責
任
施
工
制
度

の
運
営
」
と
題
し
て
岐
阜
県
板
の

現
状
と
進
め
方
、
ト
ラ
ブ
ル
の
実

態
な
ど
に
つ
い
て
説
明
。
岐
阜
労

働
基
準
監
督
署
の
担
当
者
か
ら

「
板
金
業
労
働
災
害
防
止
に
つ
い

て
」
朝
日
大
学
・
経
営
学
部
教
授

に
は
「
事
業
再
構
築
雇
用
管
理
推

進
事
業
報
告
」
の
講
話
を
聞
い
た

後
、
外
装
材
、
屋
根
材
、
ス
テ
ン

レ
ス
製
品
な
ど
の
新
商
品
と
事
務

処
理
の
近
代
化
に
全
板
ノ
ー
ト
の

普
及
を
メ
ー
カ
ー
担
当
者
が
説
明
○

昼
食
時
に
は
健
康
管
理
に
浄
水
器

の
特
値
販
売
ま
で
組
込
ま
れ
て
い

１
１

韮
菱
韮
韮
塞
韮
雲
韮
韮
一
韮
韮
萎

圃
園
固
国

理
事
会
ｕ
名

第
５
回
理
事
・
役
員

合
同
会
議
妬
名

レ
シ
ー
バ
ー
で
紹
介

さ
れ
自
分
の
目
で
読

入
る
う
ち
に
険
の
熱

く
な
る
の
を
お
ぼ
え

た
。
そ
の
中
で
、
一
隊

員
（
肥
才
）
の
遺
書

の
一
部
を
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
す
（
知
覧

特
攻
平
和
会
館
よ
り

資
料
提
供
）

遺
書母
を
慕
い
て

母
上
お
元
気
で
す

か
、
永
い
間
本
当

に
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
我
六
歳

の
時
よ
り
育
て
下

定
例
会

青
年
部

三
役
会

購
入
４
月
９
月

豊
田
支
部

週
日
第
、
回
役
員
班
長
会

別
日
親
睦
ボ
ー
リ
ン
グ
大

会
“
名

碧
南
支
部

型
日
青
年
部
ボ
ー
リ
ン
グ

大
会
記
名

議蕊蕊!’
傍
零
戦
（
旧
海
軍
）

２
月
各
支
部
の
動
き

６１０２９

名名名

昭
和
支
部

８
日
支
部
月
例
会
旧
名

熱
田
南
支
部

別
日
定
例
会

緑
支
部

皿
・
館
日
決
算
総
会
、
み
か

わ
温
泉
加
名

一
宮
支
部

肥
日
支
部
役
員
会
肥
名

犯
・
１
日
青
年
部
総
会

山
中
温
泉
狙
名

津
島
支
部

５
日
定
例
会
８
名

江
南
支
部

毎
年
こ
の
時
期
に
訪
れ
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
三
重
県
津
市

の
結
城
神
社
の
「
し
だ
れ
梅
」
。

偶
然
、
夕
方
の
テ
レ
ビ
で
放
映
さ

れ
た
六
分
咲
き
の
、
し
だ
れ
紅
梅

白
梅
を
見
て
心
が
弾
ん
だ
。

二
月
に
入
っ
て
、
岐
阜
県
板
が

毎
年
行
う
、
技
能
講
習
会
「
責
任

施
工
制
度
講
習
」
の
講
師
に
全
板

連
事
業
委
員
会
か
ら
の
派
遣
講
師

を
依
頼
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

す
っ
か
り
忘
れ
て
い
た
が
、
三
寒

四
温
で
春
の
足
音
は
日
ご
と
に
高

く
な
っ
て
来
た
。
郡
上
八
幡
・
高

山
・
可
児
・
岐
阜
・
大
垣
の
五
地

区
で
開
か
れ
る
岐
阜
県
板
の
技
能

講
習
会
は
午
前
九
時
か
ら
午
後
五

時
ま
で
中
身
の
濃
い
講
習
内
容
が

て
頂
く
た
め
に
紹
介
し

て
み
ま
し
た
。
も
っ
と
、

ゆ
っ
く
り
見
学
し
た

か
っ
た
の
で
す
が
時
間

の
限
ら
れ
た
ツ
ア
ー
の

た
め
、
今
度
は
子
ど
も

を
連
れ
て
時
間
を
か
け

て
拝
見
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

是
非
、
南
九
州
へ
行

か
れ
た
時
は
知
覧
町
・

平
和
公
園
へ
立
ち
寄
っ

て
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
「
知
覧
茶
」

は
日
本
一
お
い
し
い
お

茶
だ
そ
う
で
す
。

（
熱
田
・
南
）
伊
藤

さ
れ
し
母
、
有
り
難
き
母
、
尊

い
母
、
俺
は
幸
福
だ
っ
た
、
遂

に
最
後
ま
で
「
お
母
さ
ん
」
と

呼
ば
ざ
り
し
俺
、
幾
度
か
思
い

切
っ
て
呼
ば
ん
と
し
た
が
何
と

意
志
薄
弱
な
俺
だ
っ
た
ろ
う
、

母
上
お
許
し
下
さ
い
。
さ
ぞ
淋

し
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
今
こ
そ

大
声
で
呼
ば
し
て
頂
き
ま
す
、

お
母
さ
ん
、
お
母
さ
ん
、
お
母

さ
ん
と
。

国
を
思
い
、
最
後
に
父
母
。
兄

弟
の
こ
と
を
思
い
何
の
た
め
ら
い

も
な
く
散
っ
て
行
っ
た
若
者
達
、

戦
争
と
い
う
不
幸
の
中
、
世
界
に

前
例
を
見
な
い
、
悲
惨
な
作
戦
、

こ
の
様
な
悲
し
む
べ
き
事
が
二
度

と
起
ら
な
い
様
、
「
世
界
の
恒
久

平
和
」
を
訴
え
る
意
味
で
建
設
さ

れ
た
、
鹿
児
島
県
「
知
覧
特
攻
平

和
会
館
」
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ

知
２０３多
日日支
部


